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都立農業高校と連携し、令和８年度は都内でも貴重な武蔵野の原

生風景が残る神代農場内において、小中学生を中心とした市民を対象

に、散策イベントを開催予定。 
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深大寺・佐須地域における里山，水辺環境の保全・活用（令和８年度の取組） 
 

 

 

北農業公園 

南農業公園 

公有地（市） 

環境学習活用公有地 

令和４年度公有地化 
 

令和５年度公有地化 

令和８年度も引き続き、ＪＡマインズ・地元農家・市民団体と協働

で、里山や農に触れ合う体験型の環境学習を継続実施。 

近隣小学校の児童や市民を対象に、田植え・稲刈り体験、種まきか

ら収穫までの一連の野菜作りを体験する「こども畑サークル」など、農を

通じた環境学習を実施し、市民の環境配慮行動や当該地域の保全

意識の醸成を図る。 

田植え体験 こども畑サークル 

子どもが里山に触れ合う場 

ワサビ田見学 

養殖池見学 

子どもたちが生物との触れ合い 

（カブトムシの幼虫探し） 

湧水を活用したワサビ田 

深大寺・佐須地域の原風景の中心をなす農業用水路について、劣化

状況の把握や親水化に向けた資料にするため、令和６年度から現況調

査・測量を進めている。 

令和８年度は柏野小学校校庭下の暗渠から分岐していると思われる

水路の調査・測量を実施予定。（詳細はＰ２） 

また、令和６年～７年に実施した調査を基に、地元農家の意見も確認

しながら、庁内７課で構成する「調布市環境・ゼロカーボンシティ推進会議 

深大寺・佐須地域環境資源保全・活用推進部会」（以下「深大寺・佐

須部会」という。）において、農業用水路の修繕実施に向けた調整や農業

用水路の在り方の検討を進める。 

 

 

 

 

 

   

 農業用水路（野草園内地下）  農業用水路（地下）調査の様子 

農業用水路 

令和７年度公有地化農地 
 

農業用水路の現況調査・測量の実施（令和６～７・８年度） 

農業用水路  

新規就農農家による体験農園 

地元農家による営農風景 

体験農園の運営は、新規

に就農する農家が、営農継

続が困難となった農地を借り

て行います。 

（所管：農政課） 

令和７年度に公有地化した生産緑地地区（佐須町 4‐40 

約 1,800 ㎡）の活用について、原風景の保全を基本として、近隣の児

童館児童・保護者、市民等を対象とした耕作体験の場として活用や地

元農家、市内事業者、市で連携し、地産地消農業の実証実験を開

始。令和８年度の当該地の活用は、農地に適した土壌を作るための耕

作を中心に、農地保全や生物多様性に関する環境学習の場として、Ｊ

Ａマインズや地元農家等と連携した取組を実施予定。 

令和７年度取得公有地の活用 

深大寺自然広場 野草園 

公有地化した農地の全景 ホップ作付けの様子 

野草園におけるホタル生息環境の現況調査を踏まえ、野草園を含むこ

の地域における多様な生態系を形成する崖線緑地や水辺等の豊かな

自然環境の保全・活用を推進する。 

深大寺自然広場 

 
野 草 園 

「農のあるまちづくり」の拠点として、地域と連携を図りながら、農業への

理解促進や営農ボランティア等の育成を見据えた運営を行う。 

農業公園の取組 

市民参加型体験イベント（南農業公園） そば畑（北農業公園） 

都立農業高校神代農場との連携 
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●農業用水路現況・測量調査の内容 

１ 実施範囲 

  都立農業高校神代農業南端出口から野川合流点までの約 2500ｍ 

２ 調査内容 

  用水路状況（目視による破損箇所の確認） 

  平面測量、縦断測量及び横断測量 

  聞取調査 

 ※ ・地元住民への聞取調査で、柏野小学校校

庭下部から上流部からの水路が合流し

ている可能性（点線）が判明している。 

これについては、令和８年度に追加調査

予定。 
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～野川の状況～ 
農業用水路合流地点 

第七中学校前 



【令和７年度取得公有地の現況】

【新公有地 位置図】

農業用水路

《令和７年度取得公有地を活用した地産地消の実証実験について》

撮影方向

1 土地の現況
(1) 所在地 調布市佐須町４丁目４０番地１ 他５筆

(2) 面積 1726.43㎡

２ 周辺環境
東及び北側は畑、西側は農業用水路、北西側には佐須神明宮の寺社林

３ 取組内容

調布市深大寺・佐須地域環境資源保全・活用基本計画に基づき活用
を推進します。

当該地は、長年耕作されていなかった土地であったことから、令和

８年度は、土壌改良を図りつつ下記の取組に活用。
(1) 農地のまま保全・活用することを基本

(2) 次世代をに担う子どもたちの農業体験と生物多様性への理解醸成の機

会の場を提供
☞ 当該地の東約５０ｍに位置する佐須児童館の児童に耕作体験や

農地に息づく動植物の視察の場として活用

(3) 児童の保護者や市民向けに耕作体験の場や講習会の場として活用し、
深大寺・佐須地域に広がる原風景の保全意識の醸成を図る

(4) 地産地消の実証実験の実施

栽培から収穫、製品化、販売を地域内で循環・完結する地産地消の実
証実験の場として活用

☞ 現在、市と連携協定を提携しているホッピービバレッジ（株）

及び地元農家で組織するチームと連携しホップによる実証実験を
開始

令和８年４月１７日（金）ホッピービバレッジから苗１００株納品

４月１８日（土）地元農家で作付け開始

【ホップ収穫の様子】
（農水省ホームページより）

【ホップの毬花（まりばな）】
（農水省ホームページより）

ホップ
蔓性の多年草。古くから薬草・ハーブとして用いられてきた。雌花の集まった毬花には、鎮静作用や不眠解消など

の作用があることが大学の研究などで報告されている。

令和７年度取得公有地

議会（当初予算に係る建設委員会審査）
・地産地消の目的、ポップの栽培、ホッピービバレッジ（株）との連携につ

いて、委員から多くの発言があり、関心の高さがうかがえた。

環境学習活用公有地
令和４年度取得公有地

南農業公園

北農業公園

令和５年度取得公有地

柏野小学校

【深大寺・佐須農の風景育成地区内の公有地所在図】
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【市】
◆公有地の提供

及び活用

◆取組の調整役
◆取組内容の広報

【地元農家】
◆農地の保全管理

◆ホップの栽培・収穫

◆栽培ノウハウの蓄積

【ホッピービバレッジ㈱】
◆収穫ホップの製品化

◆地元自治体への貢献

【市民】
◆地元で収穫・製造された

商品を選択して購入

◆都市農地の保全への理解
・醸成

◆子どもたちの学びの場へ

の参加

【販売店】

◆地場商品の販売
◆商品のＰＲ

めざす地産地消のイメージ

製品化について
現在、収穫したホップで清涼飲料水

（ホップ水）の生産を検討中。

収穫量により生産品目を決める。
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